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論

…叢

動

物

界

の
食

糧

問

題

:

・
・
:

:

・
・

国

際

課

税

麗

人

及
び
證

券

の
所

在

・

勢

農

露

国

に

お
け

る
労

働
義

務

:

・

作

州

の
農

民

騒

動

・
:

:

世

界

経

済

の
成

立

過

程

…

:

:

・

時

論

自

作

農

維

持

策

と
し
て
の
地

租

免

除

:

益
脚

寓
π

,7

一
口

㌧

「'

木
綿

工

業

経

螢

の

現

状

一
斑

:

:

・

痂
権

線

}

総

計

豫

算

ご
純

計

豫
算

:

・
・

妙
心
寺
の
無
講
講
…

謙

大
學
経
濟
學
部
紀
要
の
刊
行
%

:

敢

-

授

.
・

法
學
博
士

,
・教

授

.
:

経
済
率
土

:

法

學

士

:

法
學
博
士

・
・商

學

士

:

法

學

士

.
経
済
學
士

川

村

多

實

二

帥

戸

正

雄

末

川

博

黒

正

巖

作

田

鼎

一

河

田

嗣

耶

非

上

潮

汐

見

三

郎

中

川

與
之

助

本

庄
榮

治

鄭

や雛嚇 贋 、}L}ミ「.「.・L5画錦・轟 ・灘「蝉 鰭
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経

濟

論

叢

第
二
十
二
審

第
四
號

ハ(粗
塩
第
百
愚
拾
物
)

大
正
十
五
年
四
月
螢
行

瓶
轟繭

叢

動

物

界

の

食

糧

問

題

一

緒

口

川

村

多

實

二

生
物
界
の
す

べ
て
の
現
象

電
極
縄
保
存
の
拒
め
の
も
の
ご
説
明
す
る
生
物
學
者
を
嘲
笑
す
る
人
が

少

く

な

い

が
、.
然
し
之
は
間
違

の
な

い
報
賞
で
あ
る
。
人
間
が
藝
術
を
樂
し
み
思
想
を
練
る
こ
ご
が
、
種
庵
保
存
に
何
の
関

係
あ
る
か
憂

悶
す

・
入
が
あ
る
か
も
知
れ
撃

、
夢
も
見
得
塞

想
に
も
耽
り
能
は
撃

　
な
艦
髄
を
持

っ
て

居

た
の
で
は
、

人
間

こ
い
ふ
種
厩

が
裸
花
れ

の
の
で
あ

る
。
或
人

々
は
ま
だ
、
生
物
界

の
現
象

を
種
厨

の
保
存

ご

個
燈

の
保
存

ご
に
大

別
せ
ん

こ
す

る
が
、

そ
れ

は
軍

に
便
宜
上
の
分
け
方

で
あ

っ
て
、
種
属

保
存
を
外

に
し

て
の

論

叢

動
物
鼻
の
食
糧
問
題

第
二
十
二
巻

(第
四
號

ご

五
三
五

騨 望薄四 嘱構 卵ミ酔
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瞼

{簸

動
物
界
の
食
糧
問
題

銘
二
十
二
巷

(第
四
號

二
)

五
三
六

個
髄
保
存
は
な
い
。
粋
が

一
人
前
に
な
っ
て
仕
途
を
し
て
臭
れ
る
か
ら
朝
晩
御
馳
走
を
食

っ
て
な
る
可
く
永
生
を

し
や
う
こ
い
ふ
や
う
な
こ
ご
は
、
人
間
に
限

っ
て
見
ら
れ
る
奇
現
象

で
あ
っ
て
、
蕃
殖
の
役
目
を
果
し
た
生
物
は

な
る
可
く
速

に
此
世

か
ら
謝
し
去
ら
う

こ
い
ふ
の
が
、
生
物
界

の
原
則
で
あ
る
。
勿
論
種
族
の
蕃
殖
を
計
る
セ
め

に
は
、
或
期
間
個
燈

の
健
全
な
る
生
存
が
必
要
で
あ
る
か
ら
、
結
局
同
じ
こ
ご
で
あ
る
が
。
若
し
両
者
利
害
相
反

し
陀
場
合
に
は
、
個
盤
の
保
存
は
犠
牲

ε
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
漏
、
蜜
蜂
は

一
度
敵
を
贅
し
花
ら
ば
役
目
ら
は

死
な
ね
ば
な
壽

。
帥
ち
毒
針

の
防
禦
力
は
彼
自
身
に
ご
つ
て
は
致
甜
的
危
険
物

で
あ
っ
て
、
唯
彼
の
祉
會

の
泥

め
彼
の
種
鵬

の
覚
め
の
武
器
な
の
で
あ
る
。

之
ε
同
機
な
る
こ
ご
は
、
姦

に
私
が
述

べ
ん
こ
す
る
動
物
界

の
食
糧
問
題
の
上
に
於
て
も
亦
云
ひ

得

る

こ

ご

で
、
鼠
を
捕

る
猫
も
、
鶏
を
盗
む
狐
も
、
畠
に
熟
す
る
蛋
や
餅

に
生

へ
る
徴
ご
同
じ
く
、
結
局
種
族
保
存
の
た
め

の
養
分
の
要
求
か
ら
す
る
の
で
あ
る
。
所
謂
生
存
の
努
力
異
種
間
の
競
争
皆
子
孫
を
後
に
遺
さ
ん
拒
め
で
あ
る
。

心
な
き
下
等
動
物
の
行
爲
を
道
徳
的
に
批
評
す
る
の
は
誤
b
で
あ
る
が
、
假
り
に
之
を
許
し
て
比
較
し
て
み
る
こ

し
だ
な
ら
ば
ど
　
で
あ
ら
　
か
。
個
人
の
た
め
に
し
て
は
罪
悪
元
る
行
駕
が
、
國
家
の
た
め
に
な
ら
ば
是
認
せ
ら

れ
る
場
合
は
、
人
類
の
世
界
に
は
随
分
澤
山
あ
る
。
例

へ
ば
敵
兵
を
殺
し
、
敵
の
糧
食
を
恋

ふ
が
如
き
が
そ
れ
で

あ
る
。
さ
す
れ
ば
肉
食
獣
の
夜
襲
も
、
毒
蛇
の
咬
傷
も
、
結
局
親
鳥

の
慈
愛
、
蜜
蜂
の
勤
勉

ご
共
に
、
種
族
保
存

の
努
力

と
し
て
賞

め
ら
れ
て
然

る
可
き
も
の
こ
な

る
の
で
は
な

い
か

私
は
世
人
が
猛
獣
毒
蛇
ご
悪
し
ざ
ま
に
罵

」

印

「

」
昌



」

る
の
を
聞

く
毎

に
、

人
間
ぐ
ら

ゐ
得

手
勝
手

な
動
物

は
な

い
ご
思

ふ
α

・碧

羅

蝶

蝿鋒

"黙
黙

購

繕

繍
斌懸

念
、

云̀
ひ
換

ゆ
.れ
ば
、
人
間
ご
他

の
動
暫

を
同

あ

規
警

撮

・
・
雑

・
・
差
支

へ
な
き
場
合
が
幾
ら
も
あ

る
筈

で
あ
る
。
此
藻

で
私
は
審

讐

羨

輩

者
が
動
黎

藁

・
・
あ

決
・
て
無
用
で
な
い
こ
ご
を
言

す

る
者

で
あ

る
。

f

二

食
糧
獲
得
の
方
法

動
物
の
食
物
に
閲
す

る
蕩

は
買

に
千
態
藻

・
あ
・
・
、
之
・
薪

・
記
述
す
れ
昊

部
の
書
籍
　

る
で

。
}

フ
。
本
誌
。
動
物
學
・
・
め
の
・
・
で
?

、
本
編

の
・
的
・
・
書

・
詳
述
を
必
響

蕗

か
ら
、
　

'

は
極
壁

に
主
こ
し
て
五、
々
人
類
・
場
倉

類
似
・
・
蘂

得
並
・
・
分
配
の
方
法
を
裂

亡
震
い
ご
思
習

元
甕

物
の
紮

は
動
物
に
よ
っ
て
違
ひ
、
・
ト

…

が
毛
馨

・
禦

桑
だ
け
を
籍

う
に
乱
倉

限
ら
れ
。
る
難

の
み
に
依
る
も
留

、
鳶
や
熊
・
や
-
蔭

分
何

・
・
套

も
の
こ
が
あ
る
.
　

カ

に

よ

り

ロ

壌

季
節
に
よ
り
、
璽

種
の
動
物
に
於
て
・
掌

・
・
同

・
で
な

・
・
ヌ
年
磐

共

錘

る
,"
こ
も
あ
る
・
濠

泓
。
罧

に
棲
む
ア
ウ

.
の

扁

は
白
人
の
移
住
暴

、
著

・
し
養

性
轟

・
た
・
始
め
白
人
が
揉
さ
ん
ご
し

。

叢

。
黎

の
癬

題

第
・
+
二
貸

第
四
號

三
;

「=
七

.

己」.学1な'.
レ」.

.パ 〆
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ワ

論

破

動
物
界

の
食
糧
盟

、

第

二
+

二
巷

(第

・
號

四
)

五
三
八

て
乾
し
て
趾
く
羊
の
毛
皮

・
・
垂

食
・
こ
・
・
薯

、
更

・
讐

・
牧
・

・
あ
る
生
き
た
る
羊
の
背
を
堀
っ

て
肉
を
食
。
習
性
を
得
.
牧
畜
業
者
を
困
ら
せ
・
居
・
。
高
等
の
動
物
で
は
癸

的
・
纂

を
生
・
易

い
・

一
度

人
肉
を
味

。
。
獅
子
や
虎
が

日
、・
,。。
・。.
・
し
・
蓼

に
人
間
を
襲
あ

　

砦

擁

更
の
好
例
で
あ
る
・
世

人
は
、
,
鷲

ご
が
蚕

ざ
か
の
睡
夢

嬰

・
が
、
中
・
は

一
嵩

の
食
物
・
調

べ
・
統
計
・

て
み
ね
ば
・
利

害

い
つ
れ
が
大

な

る
か
を
決
定

し
難

い
動
物

も

あ

る
の
で
あ

る
。

食
物
。
獲
る
手
段

・
も
種
々
あ
り
、
植
物

や
小
・
姦

を
利
用
す

・
の
易

論
・
大
小
高
下
の
動
物
皆

ペ
ス
ト

を
審
、
、
相
互
。
間
に
隙

の
ね
み

合
・
を
・
・
、
警

・
窶

し
・
居
・
磐

　

若
女

勇

藪

し
募

が
有
利
。
あ
る
や
.,
な
れ
ば
、
大
に
之
・
や
つ
・
屠
・
。
他
人
が
骨
折

っ
て
作

つ
養

物
を
そ
っ
く
り
叢

り
す

る
磯

な
ど
も
無

い
で
は
な

い
。
・
・
ゾ
・
…

メ
庫

ぱ
・
角

の

扁

・
・
他
の
鷺

が
小
魚
を
捕

へ
る
の

を
待
ち
、
之
を
追
廻
し
て
吐
き
出

さ
せ
、
爺

で
巧
・
之
を
受
・
止
・

・
た
め
に
・
需

縣
で
は

劣

七

(
吐
か

せ
)、
千
葉
縣
で
は

コ
メ
ナ
カ
雲

鶴
泣

か
せ
)
寡

言
が
あ
・
蜜

で
あ

・
が
毒

手

し
て
美
味
を
。
に
す
る

狡

.
手
段
で
。
る
。
尤
・
長
良
川
実

名

之
茎

尚

…

を
や
つ
・
居

・
人
間
・
・
芒

て
彼
に
綾

呼

ぱ
。
、
を
寫
す
幕

が
あ
る
か
、
疑
問

…

-
が
.
そ
れ
・
論
外
・
し
て
、
他
人

後

頼
し
て
生
活
す
る
寄
生

生
活
は
動
算

・
は
甚
だ
多

・
・
の
で
あ
・
。
寄
生

・
中
・
も
篁

あ

關
係
の
親
疎

・
　

種
々
の
形
式
が
あ

。
が
、

芳

が
食
物
を
貰
ふ
代
り
に
他
方
に
射
し
て
防
禦
こ
か
蕃
殖
媒
介

こ
か
の
瑠

を
提
供
　

、
所
翼

噛
-
.

馬

Σ



生
生
活
。
形
こ
な

る
。
・
・

μ
河

・
す
む
蟹

・
傍
ほ

嘗

鰐
鴛

・
呼
ぱ
・

・
千
鳥
の
や
う
な
小
烏
が
難

し
て
、
鰐
魚
の
口
腔
内

に
附
孕

る
蛭
な
ど
を
貰

つ
・
雲

。
鰐
魚

・
・
を
辱

開

・
て
此
鳥
を
。
深

く
立
入

ら
せ
、
奥
歯
の
間
ま
で
も
掃
除
し
垂

ふ
。
・

・
劣

の
有
懸

・
は
反
樽

附
孕

る
ぎ

一等
養

痩

め
に

ウ

シ
ッ
ッ
キ
ご

い
ふ

一
種

の
小
鳥

が
群

り
把
か

つ
て
居

る
。

次
に
は
持
主

の
放
芒

餐

物
・
貰

・
・
廻
・
乞
食
・
あ
・
。

・
二

・
編

子
・
食
麸

し
に
た
か
っ
て
腹

を
肥
。
、
、
印
度
。
ア
。
・
・
で
は
鷲
や

マ
ーフ
・
よ

鶴
・
近
蔦

)を
死
屍
・
食
・
す
・

め
に
保
聾

唐

　

メ
キ
シ
,
の
市
内
で
は
ク
・
ワ
シ
が
露

上
の
蕩

を
磔

し
て
謁

・
・
鷲

・
聞

・
ぱ
賊
塁

々
菟

や
烏
を

狩

っ
て
活
、
る
、
・
・
や
.,
に
思
は
れ
・
が
、
印
度
・
ζ

フ
・
の
如
施

・
動
物

の
誓

か
り
養

っ
て
居
る

意
氣

地
な
し
も

あ
る
の
で
あ
る
・

三

食

糧

の

貯

藏

。
食
性
の
動
物
は
暮

に
恐
る
可
・
敵
・
特
筆

、
ヌ
あ

脳
力
若

　

は
快
速
・
利
用
し
て
畠

揖

を
狩

る
一、
。
が
。
氷

る
の
で
、
原
饗

し
て
食
糧

の
擬

を
な
す
壽

が
・
　

蓬

・
・
居
な

い
が
・
そ
の
蘇

ご

。
む
可
き
、
の
が
少
し
は
あ
る
.
例

・
ぱ

モ
ズ
が
蛙
・

・
ナ
・
を
捜

・
挿
・
て
置
島

倉

あ
る
・
狐
藁

を

盗
む
ご
持
、
蹄

つ
一し
孔
・
近
傍

・
あ
る
梁

・
茂
み
縁

・
・
誓

.
魯

引
返
・

て
次
の
鶏
を
盗
み
・
夜
の
明

論

叢

霧

界
の
食
聾

第
二
+

・
誉

笛

號

五
)

吾

一九

柵 撒 蜘 蜘 鞠 鋤 蝋 恥 _,..、._、 、



隔

論

叢

動
物
界
の
食

醤

題

第

二
+
二
巻

露

四
號

由c

五
四
o

け
る
迄
之
を
繰
返
し

て
、
出
来

る
だ

け
多

く

の
鶏

を
運

ぶ
こ
ご
が
知

ら
れ

る
。
而

し

て
狐
は
其

「
朋

つ

い
を

必
ず

別

の
所

に
隠
し
、
適
當
な
茂

み
が
な

け
れ

ば
地
を

掘

っ
て
埋

め

る
そ
う
で
あ
る
が
,
之
は
他

の
奴

に
盗

ま
れ

る
ご

き
の
要
慎

だ

こ
云
は
れ

て
居

る
。
昆
強
者
し
く

は
植
物

性
の
食
物
を
擁

る
動
物

は
、
慨

し
て
武
力
が
弱

い
の
こ
、

羅

以
些

詫

ぱ
乾
翠

冬
季

続

物

が
休
眠
す
・る
た
め
昼

料
激
減
し
、
飢
餓

に
瀕
す
る
こ
ご
を
見
詰

か

ら
、
食
鐙

や
萎

動
物
・
餐

糧
貯
藏
の
本
能
奨

・
有
用
で
あ

・
。
好
例
・
し
て
は
野
輿

地
興

栗
鼠
・

海
狸
又
は
山
地
に
住
む
・
ζ

・
あ

禦

あ
る
。

ハ
・
ス
字

は
北
欧
に
産
す
る
鼠
　

少
し
大
形
な
咽
穰

の
野
獣
で
あ
る
が
、
穀
物
を
孔
・
引
き
込
ん
で
貯

へ
・
の
で
、
鍵

で
は
嚢

中
藩

品
を
除
し
持

つ
農
民
?

㌧

ご
を

ハ
ム
ス
タ
ー

ご
呼

ん
で
居
π
。

西
北

利
亜

の
草
原

に
棲

む
地
鼠

に
、
植
物

の
根

を
集

め
て
土
中

に
貯

へ
る
も

の
が
あ
.・,
、
磯
態

の
時

に
は

土
民

が
そ
れ
を
没

放

し

て
食

ふ
。
褒

者

に
あ

る

・劣

こ
い
っ
て

方

モ
ツ

ト
こ
以

こ

　

ゼ

ナ
ド

小
獣
は
、
笙

を
集
め
て
孔
の
入
・
に
拳

積
み
上
げ
・
の
で
、
夫

は
そ
の
券

溜

つ
曇

を
見
計
ら
ひ
・
之

を
失
敬
し
て
牛
馬
の
飼
料
に
す
る
そ
う
だ
。

肉
類
は
腐
敗
し
易
麦

落

し
て
困
る
か
ら
、
貯
残
す
る
に
不
璽

じ
あ
・
三

ミ

、
肉
食
動
物

が
貯
藏
を
や

ら

ぬ
理
由
の

一
で
あ
・
。
鮨

に
於
て
は
誉

や
穀
禦

最
も
好
都
合
で
あ
・
か
ら
、
之
を
集
め

る
動
物
が
瞥

多

い
。
我
邦
の
烏
で
も
ヤ

マ
ギ

フ
や
カ
ケ
ス
が
之
を
な
す

こ
ご
を
人
が
知
っ
て
居
る
。
北
米
加
州
に
棲
む
啄
木
鳥

の

「
種
に
、
夏
季
盛

に
鵡
を
食
っ
て
居
る
闇

に
冬
季

の
食
糧
こ
し
て
團
栗
を
採
取
し
、
樹
幹

に
孔
を
掘
っ
て

「
個
づ

b「ドL



。
嵌
め
込
。
。
が
め
る
。
之
は
啄
木
鳥
以
外

・
動
物
・
盗
み
得

・
・
貯
婆

・
　

・
同
・
く
加
州
に
棲
む
他
の

一
種
の
啄
木
鳥
。
、
同
じ
く
團
栗
・
集
め
て
キ

・
ガ
;

ン
等
の
中
塞
華

・
忠

貯
残
し
・
冬
季
に
食
書

き

に
な

っ
て
、

之
を

「
つ
宛
取
出
し

て
右

ご
同

機

に
樹
幹

に
嵌

め
込

ん
で
食

ふ
習
性

が

あ
る
。

窟

の
貯
藏

は
右
に
導

た
・
き
寒
羅

轡

よ
る
食
物
・
奮

・
減
少
・
備
・

・
爲

・
の
外
に
・
全

つ
他

の
,
的
、
即
、
譜

。
生
長
を
容
暑

ら
・し
め
ん
が
爲
・
の
も
・
が
・
・
。
・
・
ク
・
あ

親
が
卵
を
梅

や
櫻
の

疲

に
産
み

。
け
る
の
は
、
貯
藏

ご
は
申
・
難

い
が
、
孵
化
・
覇

業

直
・
・
葉
養

・
て
育
ち
得

る
た
め
の
用

意
で
あ
る
。
霧

性
の
胡
蜂
に
俗
に
蓋

こ
い
ふ
他
の
懸

・
幼
夢

見

・
・
、

・
・
棘
難

を
刺
し
茎

身
不

随

。
芒

置
,
、
そ
の
臨

に
碁

・
卵
・
産
み
つ
・

・
の
が
・
・
。
覆

・
島

蜂
の
潔

が
こ
の
蓋

の
肉

を
食
.)
て
育

。
。
。
で
あ
る
。
之
・
簸

ご
申
す
一

は
幼
期
寄
筈

呼

奇

き
も
の
で
あ
ら
　
・
然
し
之
ご
引

続
き
の
次

の
場
合
は
妾

に
肝
臓

で
あ
る
。
即
・
叢

椿

馨

る
る
・
鋸

の

「
科
・

は
雇

糞
な
ど
を
噛
み

。
,
、
て
作
。
た
粉
を
練
、
固
め
、
林
檎
大
・
球
を

・
し
・

へ
、
・
の
内
部
長

即
し
・
之
・
響

な
所

ま
で
運

搬
し
て
土
。

に
埋
め
て
。
-
、
球
中
で
覆

し
だ
潔

厨

圃
に
あ
・
糞
・
食

・
て
箋

・
・
後
に
地
上

に
旬
ひ

出
す
璽
じ
あ
一⇔
。
是
等
の
鐸

は
佛
蘭
更

・
・
」

二

が
熱
心
・
黎

・
、
巧
妙
な

る
文
章
で
霊

し

た

の

で
、
今

日
で
は
既
に
多
く

の
人

が
知

っ
て
居

る

。

・鞍郵唐鞍蜘 袖蛸幣 画

論
㎜

震

動
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界

の
食
糧
問
題

第

二
.+
毒

(第
四
號

七
)

五
里
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論

叢

動
物
界

の
食
糧
問
題

第

二
十

二
春

(第
四
糎

八
)

五
四
二

四

群

集

性

ご
食

糧

個
々
・
し
・
武
力
の
　

物
・
・
燕

棲
・
…

に
よ
・
て
　

　

　

み
　

こ
ご
が

出
家
る
.
常
に
大
形
な
肉
食
獣
に
脅
か
・
れ
る
印
度
…

ま

鋸

藩

や
カ
;

カ
の
如
皇

姦

緯
駐簿

鶴

婦塑

嬬
倣欝

騒

縫

謬

勧
椰触

食

の
習
性
。
も

の
が
最
も
多
く
群
笙

活
・
や
・
.
同
時

・
餌

　

・
動
物
が

癖

に
密
集
し
て
産

す
る
こ

.
凱
難

雛

羅

綴

本
な
れ
ば
随
分
、昆富
に
見
出
さ
れ
る
か
ら
、
此
理
か
・
し
・
も
、
萎

そ
,、
で
幾
ら
植
物
性
餌
料
響

で
あ

る
こ
い
つ
・
・
.
動
物
・
散
華

-
な

・
て
は
歪

を
告
経

営

然
。
あ
る
か
、
、
葎

性
の
動
物
・
は
・
か

・λ

・
過
剰

・
い
・
不
都
合
が
生
じ
易

い
・
ア

フ

リ

カ

か

ら

ア

ラ

ビ

ア
邊

の
鍵

に
か
け
て
聾

す
る
獅
・
の
警

、
他
・
猿
智

異
・
・
砂
地
蓋

の
間
を
駈
け
廻

り
、
三

ウ
ィ
.
チ
ャ
等
こ
い
。
砂
漠

に
磐

・
蕩

を
む
・
・

て
食
・
て
居
・
の
で
　

か
・
・
聾

し
窺

を
ば
皆
で

寄

っ
て
た
か
っ
て
噛
み
殺
し
、
藝

節
約
・
計

・
本
能

が
…

欝

荒
原
・
走
り
廻
る
有
蹄
類
で
も
藩

中

の
毒

を
遺
棄
し
去
る
・
・
が
稀
で
な
い
.
之
・
足
手
響

・
響

あ
・
が
・
食
糧
の
問
題
も
燵
か
に
之
に



關
嚇
し
て
居
る
。
年
老
握

る
親
を
殺
す
ご
・
ろ
流
石
は
畜
生
な
ど

・
考

へ
て
は
い
け
な

い
・
吾

々
続

先
に
も

亦
老
人
を
山
林
に
遺
棄
し
た
b
、
湖
海
に
沈

め
た
り
し
た
時
代
が
あ
っ
て
、
羅
馬

の
頃

に
術
そ
の
風
俗
が
残
っ
て

屈
托
こ
い
ふ
。
而
し
て
藻

の
乏
し

い
聾

島
の
佳

や
鍵

を
流
浪
す

・
遊
牧
の
民
族
に
特
に
著

る
し

く
行
は

れ
た

こ
い
ふ
こ
ご
は
、
右

の
野
獣
の
場
合

ご
よ
く

【
致
す

る
や
う
で

あ
る
。

葉

生
活
黍

窟

の
歪

か
ら
見
れ
・
方
督

し
て
は
、
右
の
如
き
合

制
限
の
外
に
復

・
移
管

い
ふ

方
法
が
あ
る
。
地
球
上
で
は
気
候
の
急
愛

こ
か
食
物
害
敵
の
増
減
こ
か
、
或
は
種

々
の
複
雑
不
明
な

る
原
因
に
よ

っ
て
、
五
年
目
に

一
度

こ
か
十
年
目
に

「
度

こ
か
、
或
地
方
の
動
物
群
舞
の
季
衡
が
破
れ
て
、
特

に

「
種
の
動
物

が
驚
く
可
-
大
量

・
顯
は
れ

る
現
象
が
あ

・
が
。
此
場
合
大
自
然

は
彼

に
移
動
の
本
能
を
與

へ
る
こ
ご
を
忘
れ
な

い
の
が
常

で
あ
る
。
例

へ
ば
・
・
リ
カ
や
小
亜
細
亜
地
方
で
は
時

々
・
ナ
ゴ
の
大
饗

現
は
れ
群
飛

す

る
ご
き
に

昊

日
爲

に
臆

、
野
に
下
れ
ば
草
木
の
藝

枚
響

養

ひ
蓋
し
て
忽
冬
枯
の
景
色
を
現
出
す
る
位
・

そ
の
恐

、
可
き
馨

に
就
て
は
書

の
聾

を
初

・
纂

澤
山
の
記
録
が
穿

れ
て

あ
・
が
、
此
イ
ナ
ご

は

溺

か
ら

他

所

へ
こ
順
次

に
移

動
す

る
性

が
あ

っ
て
.
小

豆
細

,亜

に
螢
す

る
も

の
は
欧
洲

を
横
断

し
て
北
海
の
岸

に
達

し
た

.
、
。
も
屡

で
あ
り
、
そ
の
通
路
に
績

太
利
　

濁
逸
・
向

ふ
の
こ
、
瑞
西
佛
蘭
西
を
経
て
英
国
に
達
す
る
の
ご

二
つ
の
径
路
が
あ
・
。
い
ふ
。
米
國

の
大
蒲

附
近
、
支
那
の
山
岩

で
も
大
量
が
現
は
発

記
録
が
あ
b
・

フ

ィ

リ

ッ
ピ

ン
に
螢
す

る
も

の
が
北
上
し

て
壷
灘

に
上
陸

し
来

る
こ
ご
も
あ

っ
て
、
壷

灘
の
當

局
者
は
常
に
警
戒

し

論

叢

動
物
界
の
食
糧
問
題

第
二
+
二
巷

(第
四
號

九
)

五
四
三

、　 紗 範
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尭

論

叢

動
物
界
の
食
糧
開
題

第
二
十
二
巻

(第
四
號

一
〇
)

五
四
四

て
居

る
。

シ
ペ
リ

ァ
の
北
部

に
産
す

る

レ

ミ
ン
グ
ご
い
ふ

モ
ル
モ
ッ
ト
大

の
野
生
囎
爾
類
も
亦
数
年

の
間

に

「
度

位
大

数

に
産
れ

る

こ
ご
が
あ
り
、

野
越

へ
山
越

へ
甲
地

よ
り
乙
地

へ
ご
移
動

を
始

め
る
。
之
を
食

は
ん

こ
し

て
狐

や
狼

が
集

b
來

っ
て
途

に
要
撃
す

る
が
、

何
分
多
数

の

レ
ミ
ン
グ
で

あ
る
か
ら
、
そ
ん
な

こ
ご
で
は

殺

し

切

れ

す
、
大
部

は
そ

の
ま

・

…
直
線

に
驀
進
し

て
、

海
岸

に
達
す
れ

ば
皆
海
中

に
飛

び
込

ん
で
溺

死
し

て
終
ひ
、
再

び

故
地

に
締

る
者
は

一
匹
も
な

い
。
此
溺
死

す

る
ご
こ
ろ
は
合
目
的
性

の
錯
誤
で
、
自
然
界

に
起

る
行
違

の

　
例

で

あ
る
が
、
大
量
に
産

巽

動
物

が
か
く
の
如
く
移
動
す
る
こ
ご
は
、
憂
く
食
糧
問
題

に
關
嚇
し
て
居
る
習
性
だ
こ

思
は
れ
る
。
右
の
外
野
生
動
物
の
大
群
移
動
の
例
は
術
澤
山
あ
っ
て
、
我
邦
で
も
鼠
の
大
群
が
津
軽
海
峡
を
渡

つ

把
b
瀬
戸
内
海
の
島
か
ら
島

へ
移

っ
た
こ
ご
の
古
記
録
が
知
ら
簸
て
居

る
。

動
物
の
大
群
移
動
に
就
て
は
術
此
外
に
蕃
殖
に
關
囃
し
た
場
合
が
あ
る
。
例

へ
ば
諸
種
の
候
鳥

か
「
渡

り
」
を
爲

し
て
、
毎
年
遠
距
離
の
地
に
移
住
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
熱
帯

や
温
帯
に
越
冬
す

る
多
く
の
鳥
は
、
態

な
東
西
爾

半
球
の
北
極
圏

に
近
き
陸
地
に
行

っ
て
雛
を
育
て
る
の
で
あ
る
。
中
に
は
赤
道
を
越
え

て
南
北
雨
雫
球
の
問
を
敷

千
哩
乃
至

=
禺
哩
以
上
も
往
復
す
る
も
の
も
あ
る
。
何
故
そ
ん
な
御
苦
労

な
旅
行
を
す

る
か
ご
い
ふ
に
、
世
間
で

は
寒
暑
を
避
け
て
気
候
の
良

い
所
に
移
る
も
の
ご
考

へ
て
居

る
人
も
あ
る
や
う
だ
が
、
實
は
之
も
主
こ
し
て
食
糧

問
題

に
關
保
し
て
居
る
の
で
、
成
る
可
く
雛

の
餌
の
豊
富
な
所
に
往
っ
て
蕃
殖
を
や
ら
う
こ
い
ふ
の
が
第

一
の
理

由
で
あ
る
こ
ご
は
、
種
路
及
び
移

住
地
の
全
燈
を
通
観
す
る
ご
き
に
極
め
て
明
瞭
に
察
せ
ら
れ
る
こ
ご
で
あ
る
。

r



、
浄
.
乱

"
.五

趾
會
生
活
の
起
源

.

援

保
存
の
募

の
三
大
努
力
.
即
ち
纒

の
鷺

、
食
物

の
供
給
及
び
姦

の
馨

を
蓼

警

な
ら
し
め

ん
。
し
て
、
多
数
の
同
種
纒

藁

合
し
、
あ
る
秩
序
・
・

面

を
な
し
・
居

・
の
が
書

生
活
で
あ
る
・
私
が

昨
年
本
誌
上
。
導

た
聖

、
相
互
扶
助
論
を
宣
僻
し
セ
内
外
の
學
蓮

・
雷

生
活

・
い
ふ
語
を
無
暗

濫

用

し
て
居
る
ら
し

。
が
、
眞

に
審

生
活
を
駕
す

も
の
は
吾
・
人
類
を
除

・
て
は
胡
蜂
・
蜜
蜂
屡

及
ぴ
墨

の
四

類
の
慧

に
限
つ
・
暑

れ
・
も
の
で
、
・
れ
以
外
の
家
族
生
活
や
羅

生
活
を
之
髭

回
し
て
は
な
ら
の
.

祉
、會
窪

の
暴

は
四
類
.の
暴

・
於
・
、
各
類
別
・
に
無

性
の
麓

か
莚

化
泰

つ
π
も
の
で
あ
っ
て

そ
の
問
の
彙

の

一
箸

.
ム
バ
↓

ン
ス
の
巽

で
あ
・
誌

・
ら
れ
・
が
・
然
し
審

生
活
を
必
要
こ
し
陀

理
由
に
到
。
て
は
全
然
里

・
あ
る
ご
云
つ
・
蔓

な
・
。
次
・
・
の
理
由
蓬

化
の
藩

ご
を
略
述
す
る
・

祉
塞

者
。
鍵

に
よ
っ
て
個
人
の
劣

を
節
約
し
得
る
・
・
を
解

が
・

そ
の
・」
ご
は
最

の
場
食

於
て

、
爆

。
。
つ
て
、
害
敵
に
封
ず
る
防
禦

・
し

・
・
、
住
家

の
嚢

幼
者
の
保
護
・
於
て
も
・
・肚
會
生
活
癒

紐

生
活
以
上
の
利
便
を
有

つ
・
・
縫

な
き
書

で
あ
・
。
然
し
食
糧
の
問
讐

到
る
ご
事

し
も
さ

　

で

は
な

。
。
狡
.
地
域

に
多
数
・
動
物

が
漢

・
・
棲
む
・
・
は
甚
だ
舞

な

・・
毛

あ
・
・
翠

暴

の
審

生
活
に

就
て
最
も
慶
祝
且

・
罐

・
る
知
見
・
享

　

・
!

7

・
、
書

生
活
を
な
・

・
景

は
常
観

讐

瀕
し

論

叢

鋤
蟄

の
盆

題

豊

+
二
審

(茜

號

三

五
四
五

　 … 「1・

岬

購 碑「雛蝦蟹騨禰丙劉脚 嚇麟

「.



鼠
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、
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論

叢

動
黎

・
食
醤

題

第
二
+
二
審

(藷

號

一
一こ

五
四
六

て
居
る
こ
い
つ
て
居
る
が
、
正
に
共
通
り
で
あ
る
。
即
ち
胤
曾
生
活
な
る
も
の
は
種
族
の
防
護
ご
蕃
殖

ご
を
完
全

な
ら
し
め
ん
た

め
に
、
む
し
ろ
窟

警

の
農

を
冒
し
て
開
始

せ
ら
れ
セ
も
の
・
考

へ
る
こ
ご
が
出
来
る
・
勿

論
之
が
響

に
は
、
出
水
得

る
限
養

物

の
籍

を
容
易
な
ら
し
・
、
な

奇

髪

数
纒

の
密
集
に
支
障
な
か

ら
し

め
ん

こ
し
た

る
進
化
改
造

の
苦
心

が
窺

ひ
得

ら
れ

る
の
で
あ

る
が
、

そ
の
事

は
次
節

に
詳
述
す

る
・

人
類
肚
會
に
於
け
・
鍵

は
.
人
間
の
智
力
が
自
ら
利
害
得
失
の
判
断
を
な
し
、
黍

を
豫
温
し
得

る
程
度

に

進
ん
で
居
。
た
め
に
、
寡

勢

成
行

・
し
て

ど

瞥

組
織
の
告

顯
は
れ
得

み

で
あ
・
が
・
羅

の
智
力
を

以
て
し
て
は
到
底
之
を
望
む
こ
ご
は
出
家

訟
。
本
稿
の
末
尾
に
重

ね
て
説
明
す

る
通
り
、
蜜
蜂
に
し

ろ

蟻

に

し

ろ
、
決
し
て
各
自
の
職
務
の
何
砦

や
を
自
警

て
居
る
の
で
は
な
毛

、
本
態

し
て
殆
ん
ど
無
難

に
行
動

し
て
居

る
の
で
あ
る
。
し
て
見
れ
ば
、
叢

な
ら
ば
蜜
蜂

こ
し
て
、
同
じ
職
蜂

の
間

に
外
に
出
で
養

を
あ
さ
る

役
回
、
集
を
修
繕
し
、
掃
除
し
又
塞

氣
の
流
通
を
は
か
る
役
目
、
或
は
女
王

に
侍
づ
き
、
卵
を
蓮
ぴ
幼
妻
を
養

ふ
役
目
、
す

べ
て
か
・フ
云
ふ
業
務
の
分
憺
は
如
何
な

る
・
カ

　
ズ
・
に
よ
つ
て
行
は
れ
る
か
・

覆

に
職
蜂

こ
し

て
産
ま

る
、
卵

の
遺
傳
物
.質
を
豫

め
そ
れ
だ

け

に
分
化

せ
し
め
置

く

こ
ご
は
、
非
常

に
困

難
な
る

こ

ご
で
あ

る
。

從

っ
て
昔

の
や
う

に
職
蜂

の
各
自

が
人
類

の
如

く
職
務

の
自
昼
を
有

つ
ご
考

へ
な
け

れ
ば
、
頗

る
不
思
議

の
こ
ご

芸

は
な
け
れ
ば
な
毒

が
、
然
し
實
は
極
め
て
聖

な
る
メ
カ

・
ズ
・
で
あ
・
…

昨
秋

に
到
つ

・て
難

の

レ
ツ
チ

ユ
の
實
験

か
ら
初

め
て
解
説

が
輿

へ
ら
れ
た

の
で

あ

る
。

そ
れ

は
、
是
等

の
異

り
た

る
業
務
が
各
個

の
職

.

浮
.

.、

.

.
`
葺

訊
f
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嚢

難

酸
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讐
翻
擁

護

講

隷
賦薄
髭
饗

羅

顯

口溺

懲
懲
煽
講

鱗
嚇
恥魏
鑑

鐸

難

a胆

い

難

灘

鑛
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●

(捲
難

・瀦

縮

・
更
　

の大
　

撫

鷺

難

黙

…第
一　

別
が
雪

、
兵
蟻
に
大
中
小
の
三
形
.
職
蟻
集

全

形
を
見
る
こ
暮

へ
…

因
・
・
白
蟻
で
は
兵
蟻

も
職

蟻
も
共
。
雌
雄
双
方
の

禦

ら
出
忌

・
漿

、
他
の
場
倉

異
つ
で
居
・
・
さ
て
右
の
や

つ
な

分
化
は
側
の

必
要
が
あ
っ
・
起

っ
た
・、
・
で
あ
る
奮

い
奮

、
す

べ
・
之
れ
書

の
膨
脹

・
件
ふ
秩
序
維

持
の
必
要
か
ら
起

つ
な

、
毛

、
決
し
て
食
糧
問
題
の
解
決
に
向
っ
て
著
し
垂

を
進
・
た
も
の
・
は
云
ひ
得

な
い
の
で
あ
る
・
恰

か
、
人
間
。
國
に
官
吏
。
軍
人
籔

落

…

糞

・
産
額
が
掌

・
・
増
加
…

が
如

・
も

の
で
あ
・

.
フ

o

、

六

肚
會
生
活
の
進
化
ご
食
物
の
攣
更

私
は
前
に
肉
食
性
が
姦

動
物
の
群
集
生
活
・
不
便
な
…

を
述

菱

。
蜘
蛛
や
蔓

麓

の
如

き
型
的
の

向
島

察

す
べ
・
羅

性
で
あ
・
の
は
此
故
で
あ
ら
・・
。
そ
・
暑

し
鑑

の
や
・
な
本
来
肉
食
性
な
る
昆
巌

藁

の
肚
笙

活
。
入
・
た
・
・
は
、
ど
う
し
て
も
先
づ
動
饗

姦

し
て
植
物
含

改
む
る
必
要

が
あ

る
こ

ご
、
魚
介
を
漁
っ
て
活
・
て
居
突

禦

甕

を
糞

最

・
懇

な
ら
な
か
っ

た
の
高

理
で
あ
る
・
こ
の
肚

會
生
活
進
化
ご
伸
っ
養

性
の
萱

蟻

の
如
き
勢

の
進
化
撰

の
麗

が
現
存
す
る
昆
曹

就
て
吟
味

す
れ

ば
.
具
罷
的

に
立
讃
す

る
こ
ご
が
決
し
て
困
難
で
な
い
。

い

i

ー

ー

ー

「
一
『

際



蟻
は
暴

漢

、
。
暴

の
牛
沙
漠
か
ら
羅

睾

唇

砂

・
欝

墓

暴

・
あ
る
が
・
外
團
状
況

茜

す
る
纏

力
可
。
、
に
強

い
た
め
に
、
地
球
上
の
杢
陸
地
些

号

、
林
中

・
も
鑑

・
・
簿

に
も
高
山
に
も
之

を
見
現

。
な
く
、
・
の
齪

猛

・
す

べ
て
・
陸
産
動
物
・
聾

を
・
凌
駕
す
・
の
み
で
な
く
・
そ
の
集
も
中

々
、ぞ

績
,
往

"
人
間
・

一
代
に
・
及
ぶ
・
・
が
・
・
が
、
・
の
番

・
組
磐

撞

・
+
匹
内
外
の
纏

　

成
る
鍵

。
。
か
ら
、
醤

の
纏

を
包
括
L
、
響

の
霧

・
服
す

・
麓

を
備

・
・
大
暑

に
到
る
ま
で
種

。
の
楚

寛

詫

・
の
・
あ
る
。
其
中
で
最
も
原
欝

な
蒙

は
講

・
・
つ
・
未
だ
肉
食
性
を
捨
て
な
い
た

め
に
、
右
に
述

べ
莚

か
に
+
匹
内
外
が

・
群
・
作
れ
・
遍

・
な
・
の
で
あ
・
・
之
妄

で
は
・
未
だ
肉
食
性

は
捨
て
な
。
が
、
幸

に
養

性
を
得

て
そ
の
禁

・
地

・
・
乙
地
・
轟

動
・
・
霧

を
あ
さ
b
歩
く
こ
あ

π

め
に
、
警

数
千
。
審

・
作
り
得
て
居
・
麗

が
・
・
。
此
所
謂
「
叢

蟻
」
が
彊

・
覆

は
あ

附
近
の
動

靭
性
の
。
物
が

瀟

・
・
れ
て
、
落

藻

　

・
の
で
、
講

・
佳
・
・
之
姦

迎
し
て
屋
内
を
鑑

せ
し
め

る
さ
,フ
で
あ
る
。
整

。
が
大
生

ロ
5
ぼ
昌
・

・,…
-
.
の
番

・
あ
・
。
次

・
掻

物
性

の
霧

を
探
し
て
歩
く
時

代
即
ち

弓
、.,.。
.、
.
・。..
・q
。
が
・
・
て
、
花
粉
や
籍

・
簗

・

・
(叢

の
場
倉

此
程
度

に
封
比
し
得
る
)
こ
か
・

或
は
ア
リ

。
.
や
カ
.
ガ
ーフ
ム
シ
等
を
利
用
・
・
之
・
植
物
・
害

せ
、
昇

・
・
の
尻
か
・
排
出
せ
ら
れ
善

い
物
質
を
集
め
る
。
か
・
方
猪

よ
つ
・
居
・
。
食
物
・
少

・
地
方
で
桀

本
科
・
聾

の
撃

を
集
め
る
所
謂

霧

蟻
L
が
あ
る
.
此
・
の
書
物

・
髭

繋

土
地
薪

・
種
蒔
・
・
覆

・
地
面

・
石
を
聖

て
叩

い
て
地
均
を

論

叢

霧

界
の
盆

殿

笙

手

・
登

高

號

一
五
;

四
九

瀦
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論

叢

動
物
界
萎

糧
殿

第
二
+
黍

(箆

號

=
ハ)

五
五
。

す
る
ご
ま
で
書

い
て
あ
る
が
そ
れ
は
間
違
で
、
實
は
目
的
の
植
物
の
み
甚

し

て
他

の
草
を
噛
み
切

る
た
め
に
・

恰
か
も
植
つ
け
蒲

の
や

・
に
見
ゆ
・
の
だ
そ
　
で
あ
・
。
叉
右
の
撃

は
獲

後
も
乾
磐

力

め
好
晴
の

日
を

見
は
か
ら
ひ
、
時

々
外
に
出
し
・
蒙

す
の
鮭

奇

き
奮

で
あ

・
・
此
撃

が
灘
氣
の
多

い
土
地

に
藏
せ
ら

れ
。
居
な
が
ら
少
し
も
獲
芽
芸

の
茱

鰻

・
あ
・
が
、
之
繧

蟻
繕

へ
す
慧

し
て
何
等
か
の
手
夢

講

じ
て
居
る
も
の
ら
し
,、
、
試
み
・
彼
等
を
韮

磐

誓

謎

や
う

に
な
し
置
を

・
間
も
な
く
罪

し
始
め
る

そ
.,
で
あ
る
。
第
三
の

〉
讐
。
.忌
ロ
.・一

・。・m・・
。
な
・
も
の
は
慧

の
審

に
は
無

い
か
・
い
ふ
く

蟻
だ
け
に
少

し
く
難

し
。
居

る
。
即
ち
講

ア
・
劣

に
産
す
・
誓

「
葉
切
蟻
」

な
・
も
の
が
あ
っ
て
・
蕩

の
葉
を
食
ひ

切

っ
て
集
内
の
控
室

・
運
び
、
海
綿
楼
の
塊

療

し
、
之
れ
景

慕

を
植
え

つ
け
て
繁
殖
せ
し
め
・

そ
の
菌
が

作
る
胞
子
を
取
つ
・
食
す
る
の
で
、
詰
壷

を
作

っ
て
雲

の
で
あ
・
・
鵠

賛

そ
の
巣

の
女
王
雰

孕

る

時
.」
親
の
女
王
か
ら
少
セ

盆

し

・
貰
ひ
、
吊

・
を

ん
で
飛
び
出
す
の
だ
そ

・
で
・
僅
少
な
が
ら
謹

の

相
続

に
比

す
可
き

も
の
で
あ

る
。

蟻
以
外
の
書

生
種

慧

は
右
の
寝

室

の
如
何
な
・
程
度

に
あ
・
か
・
い
ミ

胡
蜂
の
類
は
委

肉

甚

を
捨

て
な

い
か
ら
少
努

弄

を
な
・
得
・
に
過
蓄

、
蜜
讐

植
物
食
・
移
っ
て
居

る
が
・
花
粉
籍

の

蒐
集
に
限
り
、
他
の
方
法
を
知
孟

か
ら
,
貯
減
は
す
・
が
生
岳

栽
培

・
し
て
は
何
等
の
策
を

も
講
じ
て
居
ら

す
、
者

蟻

。
於
・
、
植
物
食

に
移

つ
・
は
居
・
が
、
奇
妙
・
・
ル
ア

ズ
・
讐

毒

・
か
・
・
消
化

昊

な

}



ず
.

「

る
困
難
を
賊
じ
、
膓
中
に
叢

の
原
生
霧

を
養
三

聖

種
・
共
生
…

が
)之
に
喜

一
落

化

総
譜

篤
欝

鰍脛響

響
謙

撚

要
す
る
に
昆
藩

會
生
活
を
・
す
に
當
・
て
探
・
餐

撰

給
・
方
策

・
・
箏

　

可
く
登

の
大
き

繊

馨

錨

。難

壁

碁

譜

蝋甥

七

食

糧

の

分

配

蒙

嬉

離
籍

靴欝
欝

縫

難

藷
勧㏄

礪

が
彿
は
れ
な
け
れ
ば
な
ら
濾
筈
で
あ
・
。
之
・
芒

・
杳

然
劣

・
果
・
て
如
何
　

護

を
探

っ

た

力

秘
露

の
蜷

鰹

猫
楼
性
の
胡
蜂
が
苧
殻

の
髄羅

鶏

合
藩

㍉

れ
が
子
・
・

囎 ㈱ 醐 磯 騰纏櫓脚.御棚 ・胆 解 嘱.,,_。.寡「　 扇.陪 ㌔ヌ
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論

叢

動
物
岩

食
欝

題
.

第
二
+
二
巻

(第
四
號

一
入
)

五
五
二

。
に
用
意
せ
ら

る
、
食
物
の
貯
藏

・
外
な
ら
兎
・
・
を
述

べ
慕

、
此
場
食

切
禁

成
育
期
間
に
必
署

す
る

食
物
の
盆

を

蒔

に
興

へ
・
れ
た
の
で
あ
・
。
然
し
か
あ

加
商

響

・
食
糧
・
璽

る
た

め
に
は
・
、
隷

農

に
封
し
・
嚢

的
に
聾

昊

・
・
蓋

を
必
要
手

・
。
從

っ
て
若
し
そ
ん
な
変

な
る
窟

が

蒔

に

面

こ
し
て
獲
ら
れ
禦

・
ε

た
ら
ば
、
親
は
子

の
た
・
・
議

し
養

糧
を
補
給
せ

ね
ば

な

壽

・
即

ち

竃
四
面ω
唱
.。
〈.騎.。
昌
か
、
警

て

勺
『。

・・
『。ωω・く
。
団
『・
蓉

二

移
ら
な
け
れ
ば
な
・
兎
・
而
し
て
之
が
爲

め
に
は
親

子
の
問
の
親
和
を
何
等
か
の
方
法
で
、議

甘

め
ね
ば
な
盈

が
、
實
際

・
於

・
此
方
睦

し
て
現
代
の
胡
蜂
の

類

。
見
、
れ
。
居
る
進
化
は
、
鎧

の
・
か
ら
親
の
好
む

「
種
錬

な
婆

鬱

し
て
・
親
を
し

て
絶

へ
す
潔

の
所

棊

往
せ
し
む
る
こ
ご
で
あ
る
。
炉
あ

如
乏

し
て
接

の
鯉

生
活
豪

族
生
活

に
移

っ
た
こ
い
っ
て

よ

い

。
景

綻

笙

活

に
見
ら
る
、
右
の
加
養

物
の
楽
舞

配
を
術
語
で

ぎ

冒

・・鼠

・
・
ぼ

が
・

こ
の
こ
ご

は
蕾

。
親
子
の
問
ば
か
甚

奮

、
蜜
蜂
蟻
の
如
き
大
な
盈

曾

な
れ
ば
』

震

汎
な
る

ぎ

藝

婁

を

必
要
手

る
筈

・
あ
・
が
、
此
場
倉

・
亦
略
筒

讐

・
方
法
で
、
相
互
相
読
ふ

こ
ミ

な
っ
て
居
る
・
帥
ち

皮
嚢

び
。
よ
り
泌
出

・
・
る
、

一
種

の
雛

の
磐

、
学

・
場
所

の
罐

な
・
位
置
は
不
明
で
あ
る
が
多
分

鯛
角
に
よ
っ
て
威
知
せ
ら
る
、
香
ご
が
・
れ
…

。
蜜
蜂
や
蟻
・
之
・

・
つ
・
警

仲
間
・
を
騎

し
・
綴

ご
異
種
ご
を
舞

す
る
の
で
あ
・
か
ら
、
例

へ
同
じ
巣

の
纒

睦

も
異
種
の
嘉

幕

ぴ
て
驕
れ
ば
歩
哨
の
セ

f

『

騨



F

p
.

め
に
噛
み
殺
さ
れ
。
し
、
別
種
の
動
物
ご
難
も
同

專

氣
・
附
・
…

近
…

怪
し
　

、
-」
　

ぐ
容

易
に
入
る
一、
,
を
許
・
れ
る
。
白
蟻
の
女
王
に
は
腹
警

脂
世

蜜

・
留

を
泌
出
す
る
腺
が
あ
　

　
　
は

之
を
な
め
、
た
め
に
女
王
の
身
邊

に
來
・
を
好
・
㌻

に
出
家
・
居

・
・
薙
・

;
一。断

っ
て
置
く
が
・
怪
し
ま
れ

、
、
か
許
さ
れ
る
。
か
好
む
ご
か
云

・
ぱ
、
恰
か

も
彼
等

に
奮

・
馨

が
・

・
様

最

れ
る
が
・
之
は
説
明
の

便
宜
上
擬
人
法
を
保
つ
・
か
ぐ
羅

す
る
の
で
、
實
際
…

ろ
慧

鑑

・
・
無
意
識
の
反
射
的
行
動
で
あ

る
。
庭

で
右
の
如
く
盆

物
な
b
嚢

な
り
・
よ
・
・
仲
・
・
差
別
・
、
之

・

・
條
件
に
協

へ
椅

人
で
も
霧

の
分
配
を
受
け
る
、
。
が
出
来
る
。
蟻

の
菓

の
中
に
は
纂

非
常

・
膨
・
・
恰
・
・
罎
・
如
く
に
　

そ
の
.

中
。
肇

に
は
夏
の
問
に
仲
禦

外
か
ら
蓮
・
來
・
・
蓋

・
蜜
・
叢

・
・
窒

種
の
蹉

が
あ
る
が
、

そ

。
等
、
亦
此
條
件
,
以
て
近
づ
き
、
農

・
以
・
姦

・
打
・
ぱ
、

・
の
膣

艦

長

箏

の
蜜
を
吐
き
出
し

て
口
移

し
に
分
興
し

て
呉

れ

る
の

で
あ

る
。

蟻
や
白
蟻
の
集
の
中
に
は
右
・
食
馨

配
の
方
法
…

込
ん
で
、
紛
・

入
・
て
居
る
馨

藻

山
あ
る
.
即

ち
蟻
の
好
む
液
。
泌
出
す
る
腺
を
備

へ
蟻
ご
紛
は
し
審

氣
・
放

・
・
、
何
・
せ
す
に
菓

の
忠

遊
ん
で
居
乍

ら

遷

に
養
っ
て
貰
っ
て
居
る
の
で
あ
る
.
今
・
迄
・
知
・
・
姦

・
集
・
ゆ
・
馨

は
慕

の
欺
に
し
て
千
五

綴

蹉

鵡鐸

h遜
購

　擁
護

.

剛
麟 ト触糊 、、 い騰 酵 騨㌃.呂々

一
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論

叢

動
物
界
の
食
糧
問
題

第

二
十

二
巷

(第
四
號

二
Q
)

五
五
四

へ
も
完
全
に
女
王

に
な
b
切
ら
場

合
が
あ
っ
た
り
す

る
。
唯
然
し
此
食
客
の
敷
が
無
暗

に
奨

蕗

藩

老

て
次

の
如

き
關

係
が
あ

る
。
即
ち
、
是
等

食
客

の
産

む
だ
幼

鐡
は
蜻

こ
な

つ
に
ご
き
に
静

に
土
中

に
眠

る
こ
ご
を

必
要

こ
す

る
に
、
職

蟻

の
方

で
は
そ

ん
な

こ
ご

に
頓
着

な
く
蟻

の
蜻
同
様

に
早

く
地
中

か
ら
掘
り
出
し
て
し
ま

ふ

の
で
、
食

客

の
蜥

ご
は
知
ら
す

に
殺
す

こ

ご
に
な

る
。

八

人

口

制

限

一
鷹

群
集
生
活
の
動
物

が
食
糧
節
約
の
泥
め
に
老
者
を
殺
す
場
合
の
あ
る
こ
ご
は
既

に
述

べ
だ
。
食
物
の
不
足
に
悩

む
肚
曾
生
活
に
於
て
、
之
が
問
題

こ
な
ら
の
筈

は
な

い
。
よ
っ
て
、
第

「
に
は
、
産
児
制
限
の
方
法
を
實
施
し
て

居
る
。
即
ち
数
千
敷
高
の
金
貝
中
藍
兇

の
能
力
あ
る
も
の
は
唯

一
匹
の
女
王
で
あ
っ
て
、
他
の
雌
は
す

べ
て
去
勢

せ
ら
れ
て
居
る
。
而
し
て
肚
會
の
個
員
が

↓
時
に
増

せ
ば
墳
す
程
過
労
管
養
不
良
こ
な
っ
て
、
女
王
ま
で
が
衰

へ

制
限
が

一
層
礎
質
こ
な
る
。
第

こ
に
は
老
者
の
始
末
で
、
交
尾
を
経

っ
て
無
用
の
長
物

こ
な

っ
た
雄
は
間
も
な
く

職
蜂
叉

は
職
蟻
の
泥
め
に
殺
さ
れ
る
こ
ご
で
あ
る
。
第
三
に
は
砒
曾
の
分
割
即
ち
蜜
蜂
で
い
ふ
分
局
で
あ
る
・
蜜

蜂

に
あ
っ
て
は
他
の
類

ご
異

b
古

い
方
の
女
王
が
年
数

の
職
蜂
を
率
み
て
外
に
出
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
理
由
は

別
ε
し
て
、
要
す

る
に
批
會
が
錬
り
に
膨
大
し
て
維
持
し
切
れ
訟
や
う
に
な
れ
ば
、
か
く
す
る
の
外
は
な

い
の
で

め
る
。
世
澗
に
は
祉
會
の
各
員
に
相
互
扶
助
の
本
能
互
譲
の
精
帥
さ

へ
め
れ
ば
、
い
く
ら
吐
會
組
織
を
瓦
解
せ
し



r
"
.

.

,

、
.

め
無
差
別
奪

こ
し
て
、
.
國
家
が
圓
満

に
保
持
せ
ら
れ
・
・
考

へ
薯

が
あ

・
か
・
知
藷

が
・
聾

扶
助
互

譲
慰

に
於
て
紅

塞

種

の
昆
覆

進
ん
で
居

・
も
の
茎

動
物
界
・
な

・
・
職
蜂
購

は
恰
も
瑠

そ
の

も

の
、
如
く
揚

ξ

、

一
集
中
の
聾

す

べ
て
を
共
誓

な
し
、
す

べ
て
の
幼
者
は
共
同
署

讃
す

る
・
而
し

て
外
敵
が
襲
来
す
れ
ば
身
を
挺
し

・
之
・
刺
し
違

へ
・
。
女
王
其
他
の
鍵

は
あ
・
が
・
之
は
決
し
て
階
級

で
は

な

.
。
女
王
ご
.
ふ
毎

の
・
め
に
、
そ
の
命
倉

は
つ
・
他

の
・
の
が
頤
使
・
ら
れ
る
愚

ふ
人
が
あ
る
か
も

知
詰

が
、
之
。
蕎

患

い
の
で
、
女
薔

・
・
の
曇

暴

殖
捲
任
の

頁

で
あ

・
・
か
く
の
如
く
吾
々
人

類
惹

像
、
及
欝

や
-
皐

等

に
し
て
然
・
完
書

・
鍵

.
自
・
犠
牲
が
行
・
れ
て
　

動
物

の
審

生
活

な
る
も
の
は
、
食
糧
の
關
係
上
無
限
・
興

す

る
・
・
が
不
罷

な
礫

・
あ
・
・
し
て
見
れ
ば
人
類
の
如
き

「

馨

別
な
る
羅

縷

を
有
ち
、
種

・
の
鰭

を
藏
す
・
動
物
が
告

・
成
せ
・
此
昊

な
る
答

が
・
器

な

、
理
論
的
の
奪

雰

業
を
強

い
・
・
話

よ
つ
て
、
圓
滑

・
轟

せ
ら
れ
得
可
き
筈

は
な

い
の
で
あ
る
.

九

附

言

私
は
昨
年
。
本
葉

に
於
て
人
爵

・
起
源
を
翁

蔭

・
、
下
等
動
物

が
吾

高

鷲

意
識
を
有
つ
善

へ

る
、
あ

誤
な
る
.
.
　

諾

し
て
澱

い
・
。
然

る
に
余

稿
・
草

・

・
に
當

ぞ

・
腎

助
論
的
記
撲

を
探

。
て
、
或
は
動
物
餐

糧
・
節
約
せ
ん
が
爲

め
に
老
者
・
殺
す

・
い
ひ
、
或
・
冬
季
・
窮
乏
に
備
ふ
る
た
め
に
蜜

論

叢

動
算

の
食
糧
膿

第
二
+

二
巷

語

號

三

;

五
五

.
1
1

.
-勺

謂

「腐 軽銀・乏L》ダ 勤 ・ ポ'融・ ・押 ・鴨 レマi.も買.きト7い'
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論

叢

動
物
界

の
食
糧
問
題

第

二
十
二
巻

(第
四
既

ニ
ニ
)

五
五
六

を
貯

へ
る
こ
い
つ
把
。

ま
た
、
或

は
肚
會
を

護

ら
ん
莞

め
に
敵

を
防

ぐ

こ
い
ひ
、
或
は
雛

を
育

て
ん
餐

め
に

数
千
哩
の
放
を
す
る
こ
い
っ
た
。
之
は

「
寸
讀
む
ご
恰
か
も
そ
れ
等
の
動
物
自
身
の
心
の
中
を
記
し
セ
如

く
に
意

味
が
こ
れ
る
か
も
知
れ
兎
が
、
そ
れ
は
決
し
て
私
の
本
意
で
は
な

い
。
私
は
大
自
然
の
進
化
に
動
物
禮
の
構
造
な

り
官
能
な
b
を
な
る
可
一
完
全
に
近
づ
く
や
う

に
、
次
第
に
良
好
な
ら
し
め
ん

ご
す
る

一
種
の
方
向
の
あ
る
こ
ご

を
信
ず
る
者
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
大
自
然
の
目
的
、
進
化
の
方
向
を
指
導
す
る
者

(若
し
之
あ
b
ご
假
定
す
れ
ば
)

の
公
爵
心
持
ち
.ご
い
っ
た
や
う
な
も
の
を
顯
は
す
に
右
の
如
き
表
出
を
用
ひ
把
に
過
ぎ
な

い
。

本
能

に
は
よ
垂

達
し

た
る
合

目
的
性

を
伸

へ
る
も

の
が
多

い
か
ら
、
動
物

の
行
動
を

見
・
・
き

に
・
よ

く
人

は
そ
れ
を
心
理
學
的
に
解
響
し
て
.
動
物
自
身
の
理
知
的
判
断

に
墓
つ
く
も
の
こ
誤
解
す

る
が
、
形
態
構
造
上
の

問
讐

於
て
は
制
倉

生
理
學
的
轟

を
探
用
す
る
。
例
へ
ば
讐

蜂
が
食
物
を
貯
蓄
す
・
本
能
を
ば
彼
等
自
身

の
考
で
や
っ
て
居
る
・
・
、
畳

が
、
渡
蔦

が
長
距
離
飛
行
の
準
備
・
し
て
髄
中
に
脂
肪
を
貯
葦

る
場
倉

何
人
も
彼
の
考
か
ら
ず

る
も

の
で
な
く

て
、

軍

に
身

.髄

の
生
理
作
用

だ

こ
考

へ
る
。
然

し
此

二
つ
の
現
象

は
引
続

き
も

の
で
、

「
は
構
造

の
上

に
現
は
れ
他

は

行
動

の
上

に
現
は
れ

陀
に
過

ぎ

の
。

同
機

な

こ
ご
は
更

に

「
方
米
萎

の
種
子

に
澱

粉
が
斐
田
へ
ら
れ
、
大
根

や
蕪

の
根

に
翌
春

の
養

分

が
藏

せ
ら

る

、
所

ま
で

も

贋
が

つ
て
居

b
、
他
方

。
於
て
暴

風
が
團
栗
を
樹
洞

醸

す
所
、
潅

は
蕊

以
上

・
ま
で
も
及
ん
で
居
っ

て
・
鰻

廻
か
ら
行
動

に
亘

る
苦
況
的
現
象
で
あ
-
、
薯

葺

が
そ
宥

的
効
果
を
自
畳
す

る
蕃

・
は
、
二
次
的
の
問
題
で
あ

る
・
そ
れ

1「1..



軽

々
人
類
が
募

の
行
動
を

一
か
ら
+
ま
で
自
畳
し
て
居

・
の
故
を
以
・
、

一
か
ら
+
ま
で
皆
昇

の
糞

で

や

っ
て
居

る
も

の
こ
思

ふ
な

ら
ば
人

な

る
間
違

で
あ

っ
て
、

吾

々
の
身
邉

の
出

来
事

の
中

に
も
亦
大
高
然

の
合

目

的
性

、
進
化

の
企

謝

は
交

っ
て
居

る
筈

で

あ

る
。

大
自
然
は

;

の
問
題
に
著

す
・
讐

、
前
後
の
藩

の
許
す
限

り
に
於
・
最
良
の
解
決
を
與

へ
て
居

る
こ

ご
、
蕾

。
蒋

導

養

糧

の
問
題
ば
か
り
で
は
な

い
。
人
間
審

の
膿

は
必
ず

し
も
他
の
動
物
の
算

高

「
で
な

い
け
れ

ど
も
、
動
物
界

に
於

け
る
問

題

の
解

決
を
見

て
、
大

に
吾
人

の
爆
考

こ
な

す
可
き
も

の
が
な

い
で

も
な
い
。
が
然
し
そ
慮

用
の
黎

は
・
も
ぞ

、
皆

然
の
カ
を
認
め
て
之
を
讃
美
す
…

が
五・
皇

基

者

の
宗
教
で
あ
る
。
倶
し
吾

々
は
生
物
界
の
倉
同
的
性
を
認
め
、
そ
の
山
來
そ
の
關
聯
を
究
む
れ
ば
足

る
の
で
、

遠
く
導
實
を
離
れ
て
哲
學
的
思
索
に
耽
ら
ん
こ
す
る
の
で
は
な
い
。

始

蠣

「

脳

㍉
.

論

叢

動
物
界
の
食
糧
問
題

第

二
十
二
巻

(第
四
號

二
三
)

五
五
七

め『


